
看護学科看護養護教育学専攻　【基礎分野】 必修科目 選択必修科目 選択科目

★太い線は、科目間の関連を示します。 ★3年次、4年次の該当科目はありません。

前期 後期 前期 後期

英会話※

日本語表現法

保健・医療の現状と未来Ⅱ

社会と大学Ⅱ

社会と大学Ⅰ

情報科学

医用機器概論

健康スポーツ科学

語

 

学

 

系

専門的な知識と技術を駆使し

て、課題の探求、解決する能

力、並びにそれに必要な論理

展開力とコミュニケーション

能力（記述、表現、議論、語

学力）を身につける。

実用英語Ⅰ 実用英語Ⅱ 英会話※

自

　

然

　

科

　

学

　

系

自然科学に関する基礎的

な内容を理解し、体系化

された学問に幅広く触れ

る。情報処理・情報活用

の基礎的能力を身につけ

る。

基礎生物学

情報処理論

生化学

保健・医療の現状と未来Ⅰ

社会と大学Ⅲ

人

　

間

　

科

　

学

　

系

多面的に広い視野から物

事を考えられるように、

一般教養を備えるととも

に、科学的思考の基盤を

培い、人間としての尊厳

を倫理面、および制度・

経済・文化等多角的な視

点から理解出来る能力を

身につける。

日本国憲法

教育心理学

■学習・教育目標■ 幅広い分野にわたって教養を養い、生命の尊厳と人権の尊重を基盤とする医療職者としての倫理観を持ち、日常場面、職場、研究の場において

必要な、基礎的な他言語のコミュニケーション能力を持つ人材を養成する。

科目群の学習・教育目標
1年次 2年次



看護学科看護養護教育学専攻　【専門基礎分野】 必修科目 選択必修科目 選択科目

★太い線は、科目間の関連を示します。

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

健康支援と法律

疫学・保健統計

疾病の成り立ちⅢ疾病の成り立ちⅠ

疾病の成り立ちⅣ疾病の成り立ちⅡ

疾病の成り立ちⅤ

小児の疾病の成り立ち

公衆衛生学

疾病の成り立ちⅥ

専

　

門

　

基

　

礎

　

分

　

野

≪人体の構造と機能・疾病の成り立ち≫
解剖学（解剖学実習を含む）

生理学

薬理学

感染症・免疫学

栄養学（食品学を含む。）

人間の正常な体の構造と機能を理解す

ると共に、生体防御のしくみ、疾病の

原因、疾病の成り立ち、病態、治療方

法などについて学ぶ。また、臨床で遭

遇する代表的な疾患の病態生理を中心

に理解し、看護実践や救急処置の基本

となる知識を修得する。

社会で生活する人々の疾病予防と健康

増進を目的とした公衆衛生の基本的な

技術と方法論を学ぶとともに、人々が

暮らしやすい社会の実現に向けた社会

福祉援助の在り方について学ぶ。さら

に、健康教育の実践者としてのスキル

を修得する。

学校保健学概論

≪健康支援と社会保障制度≫

■学習・教育目標■ 「さまざまな健康レベルにある人々のQOLの向上への支援が実践出来る看護師」に必要な基礎学力の向上と専門分野へスムーズに進む為に、
専門分野において求められる医学基礎と看護師としての基礎的能力を学び、それらの知識を取り込む能力を養う。

科目群の学習・教育目標
1年次 2年次 ３年次 ４年次



看護学科看護養護教育学専攻　【専門分野】 必修科目 選択必修科目 選択科目

★太い線は、科目間の関連を示します。

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

≪在　宅　看　護　学　系≫　

教育相談

（ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞを含む）

養護実習Ⅰ

教

職

過

程

子どもの心身の発達と健康の保持増進を図る養護専門職として、教職と

しての資質能力を磨き、これまで履修した人間諸科学の基本的知識や技

能を応用して、教育現場で実践にあたり、養護教諭としての専門的な知

識と技術を修得し、学校を拠点とした創造的な養護実践の能力を培う。

同時に、実践を省察し、実践から学ぶ研究的態度を養い、理想とする養

護教諭像を形成し、自己研鑽する態度を身に付ける。

教職総論
教育原理

(教育課程を含む）
道徳教育指導論

≪看　護　の　統　合　と　実　践≫

発達障害をもつ対象者の特性や、対象者を取り巻く環境への理解を深め、看護職の役

割、医療・保健・福祉・教育等、関連領域の多職種が担う役割と連携について理解し

考察を深める。養護教諭の視点も統合させた看護実践力を養う。

ボランティア活動や学校インターンシップの機会を豊富に設け、主体的に現場体験に

取り組むことで，幅広い視野を持ち，自己教育力を培い，地域社会で働く役割と責任

を学ぶ。その上で、看護師国家試験・教員採用試験に向けて，学習の動機づけや効果

的な方法を修得するとともに，自身の資質・能力や適性を振り返り、将来を展望し、

専門職としてのキャリアデザインを描く。

発達障害と特別支援

教育心理学 教育社会学 特別活動指導論 特別支援教育論

生徒指導論
総合的な学習の

時間の指導法

教育の方法・技術

専

門

分

野

看護学概論Ⅰ 看護基本技術Ⅰ 看護基本技術Ⅲ

看護学概論Ⅱ 看護基本技術Ⅱ

≪基　礎　看　護　学　系≫　

■学習・教育目標■ ・看護師としての問題解決のための基本的な能力を養う。　　・看護の展開に必要な情報収集能力の修得、その統合と解釈の仕方等、基本的な看護の実施が出来る能力を養う。

・最新の医学・医療・看護に関する知見と科学的なものの見方を養う。　　・看護の現場で必要とされる評価内容や評価技術を養う。

・社会人としての基本的な遵守事項を養う。　　・各種疾患に対する看護の理論と実際を修得するとともに、チーム医療の一員として医療に当たることの重要性を理解出来る能力を養う。

科目群の学習・教育目標
1年次 2年次 3年次 4年次

養護実践学Ⅰ 養護実践学Ⅱ 健康相談活動

小児看護方法
子どもの権利を擁護することの重要性を理解し、あらゆる健康レベルにある子どもと

家族の生活全体をとらえてアセスメントし、身体的・心理社会的な成長発達に応じた

計画的看護を実践する過程を学ぶ。
小児看護学実習

≪母　性　看　護　学　系≫

母性看護学概論 母性看護学 母性看護方法性と生殖にかかわる健康と権利（ Reproductive Health/Right）の視点から女性の生

涯にわたる健康支援の基盤となる考え方を学ぶ。また、妊娠出産を通して親となる

人々とその家族の形成過程を支援するための看護実践の基礎的能力を修得する。 母性看護学実習

地域・在宅看護学概論 地域・在宅看護学

精神看護学実習精神看護、地域精神保健活動について、心の成長発達、個人と集団（家族や地域社

会）、歴史・制度などの多面的な視点から学び、精神科医療とリハビリテーション・

治療的コミュニケーションにおける看護の役割について考える。精神障害者や、生き

づらさを抱えて地域で暮らす対象者への理解を深め、心の健康の保持増進や回復を支

える看護を実践できる基礎能力を修得する。

公衆衛生

看護学概論

看護学の基本概念と看護の対象となる人々について、看護史や制度、看

護理論、看護倫理を通じて学び、現代社会における看護の役割と看護学

の発展の重要性について理解することを目指す。また、看護実践に必要

な看護過程を学び、安全で安楽な看護技術や、緊急時の対応、対象理解

のための基本技術、看護師としての態度を修得する。

≪成　人　看　護　学　系≫　
成人看護学概論 成人看護学Ⅰ

≪小　児　看　護　学　系≫　
小児看護学概論

成人期にある人の健康レベルの特徴や変化に合わせた適切な看護が提供できるよう、

概念・理論を学びさらに演習・実習を通して看護の実践力を修得する。

≪老　年　看　護　学　系≫　

≪ヘ　ル　ス　プ　ロ　モ　ー　シ　ョ　ン　系≫　

看護過程

フィジカルアセスメント

基礎看護学実習Ⅰ

救命救助法

基礎看護学実習Ⅱ

成人看護学Ⅱ

小児看護学

老年看護学概論 老年看護学

地域で生活しながら療養する人々とその家族を理解し、在宅看護の基礎知識・技術を

修得するとともに、保健医療福祉チームの一員として、多職種と連携・協働する中で

の看護の役割を学ぶ。また、地域社会に住むすべての人々の健康レベルの向上を目的

とする公衆衛生看護活動について学ぶ。

子どもの発達

子どもの保健

学校環境づくり 健康教育学概論

基礎および臨床看護学の知識や技術を基に、健康観を育み、現代的な子どもの健康課

題、求められる学校保健活動，養護の概念と養護教諭の専門的な職務や役割を探究

し、養護実践力を培い、組織活動や多職種との連携・協働の意義および方法への理解

を深める。

老化を衰退と成熟の過程と捉え、老いてなお豊かに生きることを支えるために、講義

や高齢者疑似体験、演習や臨地実習を通して、高齢者の特徴や日常生活への援助、老

年看護の役割を学ぶ。

≪精　神　看　護　学　系≫　

ボランティア活動 ボランティア活動

精神看護学概論 精神看護学

教職実践演習

老年看護学実習Ⅰ

老年看護学実習Ⅱ

地域・在宅看護学実習Ⅰ

地域・在宅看護方法

地域・在宅看護学実習Ⅱ

成人看護学実習Ⅰ

老年看護方法

成人看護方法Ⅱ

成人看護学実習Ⅱ

ボランティア活動

生命倫理

卒業研究Ⅰ

領域別ゼミナール（看護系）

領域別ゼミナール（養護系）

卒業研究Ⅱ

統合看護学実習（発達障害）

看護トピックス

医療看護英文読解

養護実習Ⅱ 養護実習Ⅰ

成人看護方法Ⅰ


